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PRESS RELEASE  2026/2/20      
 

 

北⼤⽣と富⼠フイルムとの共同メタバース写真展開催 
⾃然写真家 髙

たか
橋
はし

忠
ただ

照
てる

の作品展「『探
たん

』動物撮影 ⽅法論 〜導き出された Position〜」のお知らせ 
 
【概要】 

このたび、北海道⼤学教養深化プログラムが協⼒した掲題の写真展を富⼠フイルム株式会社（以下、
富⼠フイルム）のメタバース空間「House of Photography in Metaverse」にて 2026 年 2 ⽉ 27 ⽇（⾦）
10 時から開催いたします。 

本展は 2022 年に北海道⼤学⼤学院⽂学研究院が開催した髙橋忠照⽒の作品展「『深』動物撮影 関係
論」の続編にあたります。北海道⼤学教養深化プログラム（⼤学院で学んだ専⾨知識を実社会で役⽴て
る実践⼒を養成する教育プログラム）では、企画に関わった学⽣の活動を、⾼度な専⾨知識をもった即
戦⼒⼈材の育成の機会ととらえ、本展の制作に協⼒してきました。 

本展では、北海道⼤学⼤学院⽂学院及び⽂学部の異なる研究室に所属する学⽣ 4 名が企画の準備段階
から作家と共同し、専⾨的知⾒に基づく主体的な活動に取り組みました。また今回は富⼠フイルムの主
催に伴い、メタバース空間という最先端の場での実践が可能となりました。 
 
【⾃然写真家 髙橋忠照⽒について】 

⾃然写真家 髙橋⽒は元・陸上⾃衛隊狙撃教官（スナイパー）の経験を⽣かした野⽣動物の撮影を⾏っ
ています。その撮影⽅法は「潜⼊」「トラッキング」「ストーキング」などの技術や、バイアスロンで培
ったスキー技術を駆使して、⾃然の中に同化し野⽣動物を探し出す、という独⾃のスタイルを確⽴され
ています。 
 
【House of Photography in Metaverse について】 

House of Photography in Metaverse は、ギャラリーやデジタルカメラのショールーム、イベントス
ペースなどを備えた、空間内での会話が可能な富⼠フイルムの公式メタバースです。メタバースとは多
⼈数が同時にオンラインで活動できる仮想空間を指します。本展も全国各地から 24 時間好きな時に訪
問できます。 
 
【本展の⾒どころ】 

北海道⼤学教養深化プログラムは、⼤学院で学んだ専⾨知識を実社会で役⽴てる実践⼒の育成を掲げ、
学⽣の⽀援・教育に⽇々取り組んでおります。本展の企画・準備には本プログラムの協⼒のもと、⽂学
院及び⽂学部の学⽣ 4 名が携わりました。参加する学⽣はそれぞれ専⾨分野が異なり、本展は異分野融
合による実践的な取り組みでもあります。 

本展の特徴は、写真展の核であり本来は作家やアートディレクターが担う「キュレーション」を学⽣
が主導している点です。学⽣たちは各⾃の専⾨領域に基づきつつ、作品の選定、展⽰構成や順路の設計、
髙橋⽒への聞き取り及びそれを基にした作品の掘り下げ、さらにメタバース空間内での作品配置に⾄る
まで、企画・運営の⼤部分を担いました。  
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会場には、学⽣たちが制作過程を踏まえながら各専⾨領域や関⼼に基づき執筆した解説⽂が作品と共
に展⽰されます。さらにギャラリートークにも学⽣たちが登壇し、実社会へ専⾨的知⾒を伝える⼒を実
践的に磨きます。学⽣たちの眼を通した鑑賞体験が、髙橋⽒の作品世界をより深く味わう⼀助となれば
幸いです。 
 
【⽇  程】 2026 年 2 ⽉ 27 ⽇（⾦）10 時 00 分〜3 ⽉ 13 ⽇（⾦）9 時 30 分 
【場  所】 House of Photography in Metaverse パノラマギャラリー 

アクセスは以下の URL、または右の QR から 
https://houseofphotography-jp.fujifilm.com/ 
リンク先ページの【ENTER】ボタンよりエントランスホールへお⼊りいただき、パノ 
ラマギャラリーにご来場ください。 
※推奨環境はこちらの URL からご確認いただけます。 

https://houseofphotography-jp.fujifilm.com/guide/#recommended-env 
【主  催】 富⼠フイルム House of Photography in Metaverse 
【作品撮影】 髙橋忠照（公益社団法⼈ ⽇本写真家協会（JPS）会員） 
【協  ⼒】 北海道⼤学 教養深化プログラム 

北海道⼤学 ⼤学院⽂学研究院・⼤学院⽂学院・⽂学部 
平川
ひらかわ

全機
ぜ ん き

  [北海道⼤学 ⼤学院⽂学研究院 教養深化プログラム 特任助教] 
今
いま

村
むら

信
のぶ

隆
たか

  [北海道⼤学 ⼤学院⽂学研究院 芸術学研究室 准教授] 
【対  象】 どなたでも参加可能 
【観  覧】 無料 
【⾔  語】 ⽇本語 
【参考 URL】 展⽰情報 https://www.let.hokudai.ac.jp/event/28323 
【イベント】 ギャラリートーク 

⽇  程：3 ⽉ 10 ⽇（⽕）19 時 30 分〜20 時 30 分 
        登 壇 者：髙橋忠照、本展企画学⽣メンバー3 名 
        参加申込：不要 / 時間になりましたら、House of Photography in Metaverse の展⽰

会場にお集まりください。※定員 100 名 先着順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（左）本展会場の様⼦（画像は制作中のものです。実際とは異なる場合があります。） 
（右）学⽣が作品の配置を検討している様⼦ 
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学⽣が展⽰作品を選定している様⼦ 
 
お問い合わせ先 

北海道⼤学⼤学院⽂学研究院教養深化プログラム 特任助教 平川全機（ひらかわぜんき） 
ＴＥＬ・ＦＡＸ 011-706-2302  メール cuenp@let.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ https://cep.let.hokudai.ac.jp/ 

配信元 
北海道⼤学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬） 

ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp  
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